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内局在

藤 岡厚子 、 長野　護、 篠田　晃 、

佐々 木　宏

近畿大学　医学部　解剖

ラ ッ ト乳腺の 糖輸送体 Glut1の局在

高田邦 昭
1
，平野 　寛

2

1
群馬大学生体調節研究所細胞構造分 野

2
杏林大学医学部解剖学教室

　 Calbindi皿 D28K は、 腎臓 におい て は 、

遠位尿細管 曲部お よび結合管 、 集合管の

一
部の 細胞に局在 し、カル シ ウム の 吸収

に関係 して い る とされて い る 。 しか しそ

の 正 確な機構に つ い て は明 らか で な い 。

そ の解明に は細胞内における局 在が 、 明

らか に されねばな らず、免疫細胞化学 的

方法を用い て検討 した。

［材料 と方法 ］マ ウ ス 腎を 、
パ ラホル ム

ァル デ ヒ ドーグル タル アル デ ヒ ド混液で

灌流固定 し、
an1i−calbindin 　D 　28K （Sigma）

を用 い 、
PAP 法 、

　post　embedding 法等の 免

疫組織化学的検出を行い 、 電子顕微鏡で

calbindin の 細胞 内局在を観察 した。 またパ

ラサイ ロ イ ドホル モ ン （PTH）を投与 し、

calbindin 局在へ の 効果 も検討 した 。

［結果 」反応 は細胞頂上部か ら基底部 ま

で 、細胞質中に広 くみ られた
。 核内に も

観察 された。 細胞質中に小塊を形成す る

もの が多 くあ り、 何か 特定の 構造 と深 く
関わ っ て い るよ うに も思 われ る

。 更 に 形
態の 保持をはか りつ つ 、反応 の 局在部位

を検討 中で ある 。

　PTH の 投与は免疫反 応の 低下を もた ら

した 。 カ ル シ ウムの 吸収に 続 く calbindin

の放 出が報告 されて お り、こ の 機構の 解

明も局在部位 を知る上で有用 と思わ れる 。

　授 乳期 の乳腺 で は，乳の分泌 をは じめ と

して ，物質代謝が盛 んで ある ．糖輸送体は

生体膜の 糖通過 にあずか る膜蛋白で
，

こ の

よ うな細 胞で の物質代謝の 基 質として の糖

の細胞内取 り込 み に関与 して い る と思 われ

る ．今 回は乳 腺 にお ける糖輸送体Glut1 の

局在 を免疫組織細胞化学 に よ り検索 した ．

授乳期の S−D 系ラ ッ ト乳腺 をア ル デ ヒ ド固

定 し，光顕観察に は蛍光抗体 法，電顕観察

に は酵素抗体法ブ レ エ ン ベ ッ デ ィ ン グ法を

用 い た ．蛍光 抗体法に よる観察で は
， 糖輸

送体Glut1は乳腺 上 皮細胞 の基底 側壁部 に

そ っ て 陽性で あっ た ．上皮細胞の 頂部に は

陽性反応は認め られなか っ た．電顕観察に

よ り，上皮細胞の基底側壁部 細胞膜の 陽性

が確認 された ．隣接する 血 管で は Glut1陽

性 反応 を認め なか っ た ．以上 の 結果か ら授

乳期の乳腺上 皮 細胞で は基底側壁部細胞膜

に Glut1が局在 し， 血 液か らの糖 の取 り込

み に寄与 して い る もの と推定 され た．
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